












要約

 対象は、1988-1991 年の 4 年間の人口動態出生票の磁気テープより得られた多胎出産の

資料である。人口動態統計より得られた同じ年度出産の単胎と比較した。100Og 未満の超

低出生体重児の割合は多胎の方が単胎より高く (男 2.2%vs 0.1%、女 2.4%vs 0.1%)、1500g

未満の極小低出生体重児も同様(男 6.6%vs 0.4%、女 7.0%vs 0.4%)、低出生体重児でも同

様(男 53.1%vs 5.0%、女 59.8%vs 6.0%)であつた。多胎の中では、多胎の数が増加するに

従い、上記の所見はより顕著にみられた。また、妊娠期間別出生体重は多胎の種別により

独自であり、単胎のそれとも異なるので、多胎の種別毎の妊娠期間別出生体重を作成する

必要のあることが示唆された。


